
北九州市上下水道局工事監督員の職務に関する要領  

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、別に定めるものがあるもののほか、北九州市上下水道局

が発注する請負工事（以下、「工事」という。）の適正な施工を確保するため、

北九州市上下水道局工事施行規程（以下「工事施行規程」という。）第４条第

３項の規程に基づき監督員の職務に関し必要な事項を定める。  

（監督員の任命） 

第２条 監督員は、北九州市上下水道局の組織及び事務分掌規程（平成１１年

水管規程第６号）に規定する職員のうちから当該課長が任命するものとする。 

 （監督業務の委託） 

第３条 課長は、工事について特に専門的知識、特殊技術等を必要とするとき、

及びその他特別の理由があるときは、上司の承認を得て監督員以外の者に監

督業務を委託することができる。 

（監督員の職務） 

第４条 監督員は、工事の設計図書その他関係書類を熟知するとともに、工事

現場の状況等を十分把握し、立会い、指示、検査等により、工事の適正な施

工を確保しなければならない。 

 （課長の措置） 

第５条 課長又は係長は、工事監督上、自ら決定を要する事項を決定し、監督

員の現場報告等について速やかにその措置を指示し、又は承認し、必要に応

じ自ら現場に出向き工事が円滑に施工されるよう措置しなければならない。 

２ 前項に規定する事項のうち重要と認める事項については、課長、又は係長

は上司に報告し、指示又は承認を受けなければならない。  

 （部長の措置） 

第６条 前条の規定は、部長が前条第２項の規定により課長の報告等を受けた

場合に準用する。 

（安全の確保） 

第７条 監督員は、現場における事故、災害等を防止するため関係法令及び水

道工事標準仕様書、土木工事共通仕様書、建築工事共通仕様書等に規定する

現場管理並びに交通対策の関係事項について受注者に十分徹底させ、工事の

安全と円滑を図り、施工に支障をきたさないように配慮しなければならない。 

（厳正の保持） 



第８条 監督員は、受注者その他利害関係人に対して、常に厳正な態度を保持

しなければならない。 

（許可条件の確認） 

第９条 監督員は、工事着工前に官公署その他からの許可条件を確認しなけれ

ばならない。 

（工事着工時の審査） 

第１０条 監督員は、受注者から提出された現場代理人、主任技術者等選任（変

更）通知書及び資格届出書並びに工程表等を審査して上司に報告しなければ

ならない。 

２ 監督員は、配管工等について必要があると認めるときは、経歴書の提出を

求めることができる。 

（支給材料） 

第１１条 監督員は、設計図書に定めのある支給材料について支給材料伝票（払

出）を作成し、受注者に交付し、支給材料の払い出しをさせなければならな

い。 

２ 監督員は、受注者に支給材料受払計算書を提出させ審査し、残材料、発生

品及び撤去品があるときは、支給材料伝票（返納）作成し、受注者に交付し、

返納させなければならない。 

３ 監督員は、工事内容の変更等により、支給材料に変更が生じたときは、前

各項の規定に基づき処理させなければならない。  

４ 監督員は、工事が完成し支給材料が確定したときは、支給材料精算書を作

成し、上司に報告しなければならない。  

５ 監督員は、設計図書に支給材料の使用方法が明記されていないときは、受

注者に対し適正な指示をしなければならない。  

 （監督記録） 

第１２条 監督員は、監督記録に監督上必要な事項を記録しなければならない。

ただし、記録すべきもののうち受注者に対し指示票をもって指示した事項に

ついては、これを省くことができる。 

（指示票） 

第１３条 監督員は、工事の施工に関し重要な事項については、指示票をもっ

て指示しなければならない。 

 （図書等の整備） 

第１４条 監督員は、原則として次の各号に掲げる図書等を整備しておかなけ



ればならない。 

（１） 工事請負契約書又はその写し、現場代理人・主任技術者等選任及び

資格届出書、建退共報告書及び、外注計画書（施工体制台帳等）  

 （２） 設計図書（変更があれば、変更理由書と変更設計図書）  

（３） 工程表及び施工計画書（当初・変更）、安全管理、施工承諾、材料承

諾及び、再生資源利用計画・実施書  

 （４） 施工記録 

 （５） 監督記録 

 （６） 指示書 

 （７） 材料・機器検査関係書類（試験成績表等）  

 （８） 工事記録写真 

 （９） 工事支給材 

   ア 支給材料伝票（払出・返納） 

   イ 支給材料受払計算書 

   ウ 支給材料清算書 

 （１０） 建設リサイクル通知書 

 （１１） 段階確認表 

 （１２） その他必要な書類 

 （監督員の交替） 

第１５条 監督員が交替する場合において、前任者は前条各号に規定する図書

等、その他工事に関する一切の書類を新任者に確実に引き継がなければなら

ない。 

 （施工管理） 

第１６条 監督員は、受注者から工程表が提出されたときは、設計図書と照合

のうえ審査を行い、不適当と認められるものについては、修正させなければ

ならない。 

２ 監督員は、工事が適正かつ円滑に行われるよう受注者に対し十分な施工管

理を行わせなければならない。 

（立会） 

第１７条 監督員は、工事材料を調合するとき、施工後外部から検査すること

が不可能となる部分を施工するとき、特に重要な部分を施工するとき等にお

いては、立会いを行い、配合又は構造物が設計図書に適合していることを確

認し、受注者に工事記録写真を撮影させなければならない。 



２ 監督員は、主要な作業の区切り目や施工管理基準等に基づく段階確認時に、

設計図書と現地との適合を確認し、受注者に監督員立会状況の工事記録写真

を撮影させなければならない。 

（工事施工状況の把握） 

第１８条 監督員は、立会い、工事記録写真及び書類等の方法により工事の施

工状況を常に把握しておかなければならない。  

（修補、改善の指示等） 

第１９条 監督員は、修補、又は改善の必要があると認めたときは、次の各号

に掲げるとおり処理するものとする。 

（１） 北九州市上下水道局請負工事検査要綱第２条第３項に基づく検査員か

ら、修補通知があったときは、受注者に対して修補指示書を交付し、その履

行を監督しなければならない。 

（２） 北九州市上下水道局請負工事検査要綱第２条第４項に基づく検査員か

ら、修補指示のあったとき又は工事の施工が設計図書に適合しないと認めた

ときは、受注者に対して工事施行規程第１４条の規定により、修補指示書を

もって修補を指示しその履行を監督しなければならない。 

２ 監督員は、前項第１号に規定する修補完了後、受注者から修補完了届の提

出、又は前項第２号に規定する修補完了後、受注者から修補完了届の提出が

あったときは、再検査の手続きをしなければならない。  

（破壊検査） 

第２０条 監督員は、工事の施工が設計図書に適合しないと認められる場合等、

相当の理由がある場合において、必要があると認められるときは、構造物の

安全性等を考慮して最小限度破壊して検査することができる。  

（工事内容の変更） 

第２１条 監督員は、設計図書の誤り、脱漏、その他設計図書と工事現場との

不一致等を発見したとき、又はこれらについて受注者から協議を受けたとき

は、軽微なもの、又は明らかに判定のつくものについては、速やかにその措

置について指示を与え、その他のものについては上司に報告し、指示を受け

なければならない。 

２ 前項の場合において必要があると認められるときは、設計者に連絡し、又

は設計者と協議しなければならない。 

（工事の一時中止） 

第２２条 監督員は、工事を一時中止する必要があると認めたときは直ちに上



司に報告のうえ、その指示を受け、工事中止通知書をもって受注者に通知し

なければならない。 

２ 監督員は、前項に規定する中止を解除しようとするときは、工事中止解除

通知書を受注者に通知しなければならない。 

（設計変更） 

第２３条 監督員は、設計変更の必要が生じたときは、速やかに設計変更図書

を作成し、その変更内容を受注者に通知しなければならない。  

（工期延長等） 

第２４条 監督員は、受注者から工期延長申請書が提出されたときは、遅延な

く内容を審査し、上司に報告しなければならない。 

２ 監督員は、上下水道局の都合により工期延長又は短縮の必要があるときは、

その変更内容を受注者に通知しなければならない。 

（施工記録） 

第２５条 監督員は、設計図書において必要があると定められた工事について

は、受注者に施工記録を提出させなければならない。  

（工事の促進） 

第２６条 監督員は、工事が遅延するおそれがあると認めたときは、受注者に

警告するとともに、その旨を上司に報告しなければならない。  

（契約履行上の危ぐ） 

第２７条 監督員は、受注者が正当な理由なく工事に着手しないとき、その他

契約の履行が危ぶまれるときは、速やかに上司に報告しなければならない。 

（災害報告） 

第２８条 監督員は、天災その他の事由により、工事の施工中に出来形部分、

工事仮設物、支給材料等に損害があったとき、遅延なくその事実及び原因を

調査し、上司に報告しけなければならない。  

（事故等の措置） 

第２９条 監督員は、工事施工中において事故、災害等の緊急事態が発生した

場合は、その状況に応じて関係機関への連絡等に努めるとともに、受注者に

対し応急措置を指示し、事故（災害）の原因、被害状況等を遅延なく上司に

報告し、その指示を受けなければならない。  

２ 前項の報告を受けた課長は、速やかに事故（災害）報告書を所属局長に提

出しなければならない。この場合において、受注者の責に帰するものについ

ては、受注者にてん末書を提出させ、これを事故（災害）報告書に添付しな



ければならない。 

 （損害報告） 

第３０条 監督員は、工事に係る工作物及び工事材料に損害を生じたとき、又

は工事の施工により第三者に損害を及ぼしたときは、上司に報告し、その指

示を受けなければならない。 

 （現場代理人等に対する措置） 

第３１条 監督員は、受注者の現場代理人、主任技術者、使用人等が工事の施

工について著しく不適当であると認めたときは、その理由を付して上司に報

告し、その指示を受けなければならない。  

 （下請負） 

第３２条 監督員は、受注者が工事を下請負に付している場合において、当該

下請負が施工の状況からみて一括下請負に該当すると思料されるときは、そ

の事実を確認のうえ上司に報告し、その指示を受けなければならない。  

２ 監督員は、下請負業者が工事の施工について著しく不適当であると認めた

ときは、その理由を付して上司に報告し、その指示を受けなければならない。 

（完成届等） 

第３３条 監督員は、受注者から完成（一部完成・出来形・中間・中間技術）

届が提出されたときは、工事の完成を確認のうえ遅延なく検査要求の手続き

をとらなければならない。 

２ 監督員は、出来形検査について、受注者から完成（一部完成・出来形・中

間・中間技術）届が提出されたときは、速やかに審査のうえ、出来高報告書

を作成しなければならない。 

（工事成績の評定） 

第３４条 監督員は、工事完成後速やかに別に定める北九州市上下水道局請負

工事成績評定要領に基づき、工事成績を評定するものとする。  

（検査の立会い等） 

第３５条 監督員は、検査員の行う検査に立会い、必要な資料を提示しなけれ

ばならない。 

２ 前項の検査の結果、修補の指示があった場合は、修補部分の施工を監督し、

その検査については、第３３条第１項及び前項に準じて措置しなければなら

ない。 

 （帳票の様式） 

第３６条 この要領に必要な帳票の様式は、工事施行規程第１８条に基づき、



別紙のとおり定める。 

２ その他、監督の職務に関し必要な帳票については、北九州市技術管理室長

が定めたものを準用する。 

３ 前項で準用する帳票において、「北九州市長」とあるものは「北九州市上下

水道局長」と読み替えるものとする。 

 （その他の事項） 

第３７条 この要領に定めのない事項に関し、必要な場合は局長が定める。  

 

付  則 

この要領は、昭和６３年１０月１日から施行する。 

付  則 

この要領は、平成２４年４月１日から施行する。  

付  則 

この要領は、平成２７年８月１日から施行する。 

 


